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まちの家計簿
霧島市の財政事情を公表します



歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
い
た

形
式
収
支
は
47
億
５
１
３
８
万
円

の
黒
字
、
さ
ら
に
翌
年
度
へ
繰
り

越
す
べ
き
財
源
を
差
し
引
い
た
実

質
収
支（
決
算
剰
余
）
は
35
億
２

０
９
２
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し

た
。決

算
剰
余
金
は
法
令
に
基
づ
き
、

翌
年
度
以
降
に
積
み
立
て
な
ど
を

行
う
ほ
か
、
各
種
事
業
の
財
源
と

し
て
活
用
し
ま
す
。

一
般
会
計
で
管
理
す
る
財
産

に
は
土
地
・
建
物
の
ほ
か
、
貯
金

に
当
た
る「
基
金
」
が
あ
り
ま
す
。

年
度
間
の
財
源
調
整
や
特
定
の
目

的
の
た
め
の
資
金
と
し
て
積
み
立

て
て
い
ま
す
。

年
度
間
の
財
源
調
整
に
は
、
借

金
で
あ
る「
市
債
」
を
発
行
す
る

方
法
も
あ
り
ま
す
。
長
期
間
利
用

す
る
施
設
建
設
の
た
め
、
次
世
代

に
も
費
用
を
負
担
し
て
も
ら
う
よ

う
な
場
合
に
有
効
な
手
段
で
、
後

の
返
済
が
大
き
な
負
担
と
な
ら
な

い
よ
う
計
画
的
な
発
行
に
努
め
て

お
り
、
合
併
以
降
は
残
高
が
減
少

し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
は
給
料
な
ど
の
入
っ

て
く
る
お
金
と
、
食
費
・

光
熱
水
費
・
教
育
費
な
ど
の
出
て

い
く
お
金
を
計
算
し
な
が
ら
家
計

を
や
り
く
り
し
て
い
る
と
思
い
ま

す
。霧

島
市
で
は
、
１
年
間
に
い
く

ら
お
金
が
入
っ
て
く
る
か（
歳
入
）

と
、
ど
の
仕
事
に
い
く
ら
お
金

を
使
う
か（
歳
出
）
を
見
積
も
り
、

計
画
を
立
て
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
お
金
の
計
画
を
見
積

も
っ
た
も
の
を「
予
算
」、
予
算

に
基
づ
い
て
や
り
く
り
し
た
結
果

を「
決
算
」と
い
い
ま
す
。

市
で
は
条
例
に
基
づ
き
毎
年
11

月
、
前
年
度
決
算
と
現
年
度
の
財

政
事
情
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
度
の
一
般
会
計
の

決
算
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
や
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
食
料
価
格
な
ど
の
物
価

高
騰
に
対
応
す
る
た
め
、
国
の
補

正
予
算
な
ど
に
呼
応
し
、
15
号
に

及
ぶ
補
正
予
算
を
編
成
。
13
弾
に

わ
た
る
霧
島
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
等
緊
急
対
応
策
を
実

施
し
た
こ
と
で
、
歳
入
が
総
額
７

３
０
億
４
２
２
５
万
円
、
歳
出
が

総
額
６
８
２
億
９
０
８
７
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

歳入歳出

271億4,241万円
（21万7,573円）

109億5,763万円
（8万7,836円）

65億6,218万円
（5万2,602円）

46億1,563万円
（3万6,999円）

21億7,893万円
（1万7,466円）

62億8,711万円
（5万397円）

39億3,726万円
（3万1,561円）

66億972万円
（5万2,983円）

169億8,294万円

33億8,500万円

155億4,804万円

154億3,972万円

39億9,646万円

54億8,092万円

35億9,220万円

86億1,697万円

（  ）内は市民一人当たりの金額

市税	 市民税や固定資産税など市に納められた税金
国庫支出金　市が行う特定の事業に対して、国から交付されたお金
地方交付税	 	地方公共団体が等しく行政サービスを提供できるよう、一定の基

準により国から自治体に配分された税金
県支出金	 市が行う特定の事業に対して、県から交付されたお金
繰越金	 前年度から繰り越されたお金
繰入金	 基金（市の貯金）や特別会計などから繰り入れられたお金
市債	 	市が行う公共事業などの財源として、財政負担の平準化と世代間

の負担の公平化などを図るため、国などから借りたお金
その他	 	地方消費税交付金、使用料及び手数料、諸収入、地方譲与税、分

担金及び負担金、財産収入、寄附金として納められたお金など

民生費	 	高齢者や障がい者、児童の福祉推進などに使われたお金
総務費	 	総務人事管理、財産管理、企画調整、地域振興、税務事務などに

使われたお金
公債費	 	これまでに公共事業などの財源として借り入れた借金（市債）の

返済に使われたお金
教育費	 	公立学校の管理運営や施設整備、生涯学習の推進などに使われた

お金
衛生費	 	ごみ、し尿の処理や予防接種などに使われたお金
土木費	 	道路や公園、公営住宅などの整備に使われたお金
商工費	 	商業や観光の振興、企業誘致などに使われたお金
その他	 	消防費、災害復旧費、議会費、労働費、農林水産業費などに使わ

れたお金

用 語 説 明（歳入）

用 語 説 明（歳出）

霧
島
市
の
財
政
事
情
を
公
表
し
ま
す

その他／ 9.7％
商工費／ 3.2％

衛生費／ 6.8％
土木費／ 5.8％

教育費／ 9.2％

公債費／ 9.6％

総務費／ 16.0％

民生費／ 39.7％

その他／ 11.8％

市債／ 4.6％
繰入金／ 4.9％

県支出金／ 7.5％

繰越金／ 5.5％

市税／ 23.3％

地方交付税／ 21.1％

国庫支出金／ 21.3％

令和４年度   一般会計の決算
730億4,225万円682億9,087万円

◎市債残高の推移（令和４年度末現在）

区　　分 現		在		高
土　　地 3,664ha

（うち市有林） （2,017ha）
建　　物 898,816㎡

基　
金

計 262億2,228万円

内　
訳

財 政 調 整 基 金 62億7,048万円
減 債 基 金 31億7,686万円
特定建設事業基金 46億8,413万円
そ の 他 の 基 金 120億9,081万円
有 価 証 券 2億4,150万円

（企業会計を除く）

（企業会計を除く）

◎財産の状況（令和５年３月31日現在）
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※平成30年度までは下水道分を含む。

ま
ち
の
家
計
簿
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9,537万円 dome
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accou
nts

book

市民一人当たりに使ったお金は
歳出決算額 令和５年1月1日
 現在の人口
682億9,087万円 ÷ 124,751人

＝54万7,417円
でした。
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過去の財政事情はホームページに掲載しています。

◎特別会計

市
の
お
金
が
足
り
て
い
る
か
」

「
借
金
を
し
過
ぎ
て
い
な
い

か
」
な
ど
、
市
の
財
政
が
健
全
か
ど

う
か
を
判
断
す
る
物
差
し
と
し
て
、

各
種
指
標（
下
表
）が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
削
減
が
難
し
い
義
務
的

経
費
な
ど
の
経
常
的
な
支
出（
固
定

的
に
支
出
さ
れ
る
お
金
）
が
、
市
税

な
ど
経
常
的
な
収
入（
安
定
的
に
確

保
で
き
る
見
込
み
の
お
金
）
に
占
め

る
割
合
を
示
す「
経
常
収
支
比
率
」

は
、
前
年
度
と
比
べ
て
３
・
９
ポ
イ

ン
ト
上
昇
し
、
87
・
２
％
と
な
り
ま

し
た
。

国
が
法
で
定
め
て
い
る「
健
全
化

判
断
比
率
」
関
係
で
は
、
財
政
規
模

に
占
め
る
借
入
金
返
済
額
の
割
合
を

示
す「
実
質
公
債
費
比
率
」
が
前
年

度
と
比
べ
て
０
・
１
ポ
イ
ン
ト
改
善

し
、
６
・
５
％
と
な
り
ま
し
た
。
一

般
会
計
と
企
業
会
計
を
含
む
全
会
計

の
実
質
赤
字
額
に
関
す
る
比
率
や
、

将
来
の
実
質
的
な
財
政
負
担
の
大
き

さ
を
示
す
比
率
は
い
ず
れ
も
、
国
が

健
全
化
を
促
す
基
準
を
下
回
っ
て
お

り
、
本
市
は
お
お
む
ね
健
全
な
財
政

運
営
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

会　計　名
収益的収入・支出 資本的収入・支出

収　入 支　出 収　入 支　出
水 道 事 業 24億7,476万円 18億9,876万円 450万円 13億2,124万円

工業用水道事業 2,719万円 2,462万円 ０円 3万円

下 水 道 事 業 13億1,601万円 11億2,416万円 3億4,366万円 9億 229万円

病 院 事 業 66億5,214万円 69億5,661万円 7億6,520万円 13億5,229万円

計 104億7,010万円 100億 415万円 11億1,336万円 35億7,585万円

◎企業会計

※資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額は、損益勘定留保資金、利益剰余金などで補っています。

収益的収入・支出／企業の経営活動に伴って発生する収益と費用（料金収入、人件費など） 
資本的収入・支出／将来の経営活動に備えて行う建設改良などに関する費用とその財源となる収入

指　数　な　ど 令和４年度 令和３年度

❶ 財政力指数 0.54 0.54

❷ 経常収支比率 87.2％ 83.3％

健
全
化
判
断
比
率

❸ 実質赤字比率 － －

❹ 連結実質赤字比率 － －

❺ 実質公債費比率 6.5％ 6.6％

❻ 将来負担比率 － －

❼ 資金不足比率 － －

◎主な指数など（決算統計、健全化法）

※ 「－」の表記は、赤字額、将来負担比率、
資金不足額がないため、記載すべき比率
がないことを表します。

会　　計　　名 予  算  現  額
歳　入 歳　出

収入済額 収入率 支出済額 執行率

国 民 健 康 保 険 144億8,010万円 58億4,982万円 40.4% 56億 632万円 38.7%

後期高齢者医療 17億 689万円 5億9,864万円 35.1% 5億9,992万円 35.1%

介 護 保 険 124億7,861万円 51億5,036万円 41.3% 45億6,257万円 36.6%

交 通 災 害 共 済 1,635万円 2,691万円 164.6%   229万円 14.0%

温 泉 供 給 8,918万円 4,397万円 49.3% 2,486万円 27.9%

◎財産と市債の状況

◎企業会計

※資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額は、損益勘定留保資金、利益剰余金などで補っています。

※�一人当たり現在高は、同日現在の住民基本台帳人口
124,194人で除して算出したものです。

◎特別会計
区　分 現 在 高 一人当たり現在高

土　　地
（うち市有林）

3,663ha 0.029ha
（2,017ha） （0.016ha）

建　　物 898,951㎡ 7㎡
基　　金 289億2,932万円 232,937円

内
訳

積立基金 253億7,600万円 204,325円
その他の基金 35億5,332万円 28,611円

有価証券 2億4,150万円 1,945円
市　　債 456億8,778万円 367,874円

用 語 説 明

令和５年度上半期　　　　　の財政状況（９月30日現在）

●❶	財政力指数  地方交付税法に基づき算出した支出に対する収入の割合を
指標化したもの（３年間の平均値）。一般的に「１」に近いほ
ど、さらに「１」を超えるほど財政力が強いとされる。

●❷	経常収支比率  義務的経費など、削減が難しい経費がどの程度あるか指標
化したもの。比率が低いほど、お金の使い道に自由度があ
るとされる。

●❸	実質赤字比率  一般会計などの財政規模に対する実質赤字額の比率。（早期
健全化基準：11.62％）

●❹	連結実質赤字比率  全会計を対象とした財政規模に対する実質赤字額か資金の
不足額の比率。（早期健全化基準：16.62％）

●❺	実質公債費比率  財政規模に対する借入金返済額などの比率（３年間の平均
値）。（早期健全化基準：25％）

●❻	将来負担比率  一般会計などの借入金（地方債）や将来支払っていく可能性
のある負担などの現時点での残高が、財政規模に占める比
率。（早期健全化基準：350％）

●❼	資金不足比率  公営企業会計の資金不足額の事業規模に対する比率（霧島
市の公営企業会計：温泉供給、水道事業、工業用水道事業、
下水道事業、病院事業）。（経営健全化基準：20％）

◎一般会計（歳入） ◎一般会計（歳出）
予算現額 収入済額 予算構成比 収入率

市 税 163億8,680万円 105億1,352万円 21.7% 64.2%
国庫支出金 152億1,556万円 36億3,089万円 20.2% 23.9%
地方交付税 133億 円 99億5,394万円 17.6% 74.8%
県 支 出 金 64億4,602万円 4億3,306万円 8.6% 6.7%
市 債 64億3,460万円    0円 8.5% 0.0%
繰 入 金 47億9,634万円    0円 6.4% 0.0%
繰 越 金 42億3,108万円 47億5,138万円 5.6% 112.3%
そ の 他 86億2,666万円 37億7,993万円 11.4% 43.8%
歳 入 合 計 754億3,706万円 330億6,272万円 100.0% 43.8%

霧島市では、年度ごとの「まちの家計」の収支を保ちながら、将来にわたり持続的
な財政運営ができるよう取り組んできました。

今後も限られた財源を有効活用するために、既にある事業の効果や効率性などを常
に検証した上で、内容の見直しを図り、節減・合理化の取り組みを進めます。

これからも市民の皆さんが安心して暮らすことができるよう、身の丈に合った健全
な財政運営に努めていきます。
��問＝財政課  ☎（64）0917

（企業会計を除く）

霧島市の財政事情を公表します

会　　計　　名 歳　　入 歳　　出 差　　引
国 民 健 康 保 険 143億4,937万円 142億7,751万円 7,186万円

後 期 高 齢 者 医 療 16億8,334万円 16億7,614万円 720万円

介 護 保 険 117億3,852万円 111億6,953万円 5億6,899万円

交 通 災 害 共 済 3,155万円 827万円 2,328万円

温 泉 供 給 1億 152万円 8,870万円 1,282万円

計 279億 430万円 272億2,015万円 6億8,415万円

用語説明

持
続
可
能
な
財
政
運
営
の
た
め
に

令和４年度   特別・企業会計の決算
霧島市には、五つの特別会計と四つの企業会計があります。決算状況は表のとおりです。

ここでは今年度上半期の財政状況を紹介します。
一般会計予算現額754億3,706万円に対し、収入率が43.8％、執行率が36.7％となっています。

会　　計　　名
収益的収入・支出 資本的収入・支出

収　入 収入率 支　出 執行率 収　入 収入率 支　出 執行率

水 道 事 業
予算額 24億7,289万円

44.9%
19億9,897万円

17.2%
5億 300万円

－
30億5,295万円

23.8%
収入済額または執行済額 11億1,005万円 3億4,409万円    0円 7億2,534万円

工業用水道事業
予算額 2,745万円

20.0%
2,745万円

3.0%
   0円

－
   36万円

19.6%
収入済額または執行済額   549万円    81万円    0円    7万円

下水道事業
予算額 13億9,568万円

45.0%
12億3,500万円

13.7%
18億5,261万円

6.9%
24億5,827万円

13.3%
収入済額または執行済額 6億2,752万円 1億6,927万円 1億2,792万円 3億2,637万円

病 院 事 業
予算額 75億8,176万円

46.7%
75億7,943万円

43.2%
52億6,600万円

－
57億5,915万円

2.3%
収入済額または執行済額 35億5,124万円 32億7,587万円    0円 1億3,129万円

まちの家計簿 

予算現額 支出済額 予算構成比 執行率

民 生 費 280億6,025万円 114億6,803万円 37.2% 40.9%
総 務 費 103億8,060万円 26億6,909万円 13.8% 25.7%
教 育 費 98億5,327万円 42億9,431万円 13.1% 43.6%
公 債 費 62億7,385万円 29億8,466万円 8.3% 47.6%
土 木 費 62億3,549万円 13億 280万円 8.2% 20.9%
衛 生 費 54億1,220万円 15億 624万円 7.2% 27.8%
農林水産業費 24億7,361万円 6億1,679万円 3.3% 24.9%
そ の 他 67億4,779万円 28億6,327万円 8.9% 42.4%
歳 出 合 計 754億3,706万円 277億 519万円 100.0% 36.7%
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飲食店を経営しながら農業をしてい
ましたが６年ほど前、専業農家

になりました。物価高騰のあおりを受
け、燃料や農機具などが値上がりし、
経営にも大きな影響が出ています。機
械や資材の老朽化は避けられないた
め、買い替えに市の補助を利用。資機
材は高額なものが多く、とても助かり
ました。経営計画づくりや必要なノウ
ハウについて担当者から助言もいただ
けるので、決して事務的でなく、支えて
もらえる実感があります。

生産効率の向上・
経営規模拡大の助けに

INTERVIEW

第二次霧島市総合計画に基づいて
霧島市では、総合計画に基づき、まちづくりを進めています。市の将来像は「人にやさしく  人をはぐくむ  一人ひとりが輝きにぎわう  多機能都市」。これを実現するために六つの政策を設定して
います。今回は令和４年度に実施した事業の一部を紹介します。

産業の活力があふれ、
交流と賑わいが生まれるまちづくり

事　業　名 事　業　内　容 事 業 費 実施地区

新規創業・
第二創業促進支援事業

創業人材や新しい公共を担う人材を育成す
る、プレイヤー発掘育成支援・家守発掘育
成支援・エリアビジョン策定業務を実施

981万円 全域

★きりJobマッチング
支援事業

市内事業者の持続的発展と労働・定住人口
の増加を図るため、事業者の採用活動や本
市で就労を希望する市外在住者の就業体験
活動を支援

2,623万円 全域

★きりしま旅割クーポン
事業

観光関連事業者の閑散期対策と併せて宿泊
施設などで利用できる電子クーポンを発行 
・販売し、市民や県内外からの誘客を促進

1億7,665万円 全域

★担い手経営発展等支
援事業

認定農業者・新規就農者など44事業体の農
業用機械・施設の導入などを支援 4,301万円 全域

にぎわい
本市は南九州の交通の要衝です。この特性を生かして観光振

興やまちづくりなど多角的な視点から、将来にわたり持続可能
な公共交通ネットワークの構築を目指しています。

商工業では創業しやすい環境の整備や地場産業の競争力強
化を図るとともに、社会経済の環境や需要の変化に対応した企

業誘致を進めることで働く場を確保し、若者が地元で働ける環
境の整備に取り組んでいます。農林水産業では経営基盤を強化
し、担い手を確保・育成することで強い産業を築くとともに、地
域の特性を生かした６次産業化・ブランド化の推進で付加価値
の向上や、地産地消・地産外消を図っています。

第12回
全国和牛能力共進会対策事業
事業内容／第12回全国和牛能力共進
会鹿児島大会の開催に向けて、市独
自の出品牛対策を実施するとともに、
経済効果をさらに高めるため特産品
や観光地などのPRを実施　事業費／
3,400万円　実施地区／全域

※事業費は千の位を切り上げています。

本市では多様な立場の地域住民が自分らしく活躍できるコ
ミュニティーを育成し、公的な福祉サービスと融合した、地域
における包括的な支援体制の構築を推進しています。

活力ある地域社会を築いていくために、ライフステージや個
人の健康状態に合わせた健康づくり、病気の予防を支援すると
ともに、市立医師会医療センターの機能拡充など、保健・医療

体制の充実を図っています。
妊娠期から乳幼児期までの切れ目のない支援によって、誰も

が安心して子どもを産むことができ、子育ての幸せや楽しさを
実感できる環境を整備しています。共生社会の実現に向け、高
齢者や障がい者（児）の支援を充実させ、誰もが支え合いながら
生き生きと暮らせるまちづくりを目指しています。

誰もが支えあいながら
生き生きと暮らせるまちづくりやさしさ

事　業　名 事　業　内　容 事 業 費 実施
地区

保育所等整備事業 保育環境などの充実を図るため、認定こど
も園２カ所の増改築に対する補助を実施 1億9,523万円 全域

地域のひろば
推進事業

地区自治公民館・自治会に住民主体の通い
の場を創設し、サロン活動や介護予防に関
する取り組みを支援

901万円 全域

基幹相談支援センター
運営事業

身体・知的・精神・発達障害がある人や障が
い児、難病患者と家族、関係者に対する総
合的な相談支援をはじめ、支援困難事例に
対する専門的な相談支援などを実施

2,165万円 全域

特定健康診査事業
特定保健指導事業

メタボリックシンドロームの早期発見・改善
のため、40～74歳の国民健康保険被保険者
に特定健診を実施（8,312人受診）
健診結果から生活習慣病発病の可能性が高
い人に対し、特定保健指導を実施（365人）

8,936万円 全域

予防接種事業
（新型コロナウイルスワクチン接種関係）
事業内容／新型コロナウイルス感染症の
まん延防止を図るため、予防接種法に基
づき臨時の予防接種を実施　事業費／ 5
億1,866万円　実施地区／全域

★の事業は地方創生臨時交付金活用事業

みどりあふれる快適で
暮らし続けたいまちづくりくらし

本市は風光明
めい

媚
び

な自然に恵まれ、広域的な交通網が整備され
た、利便性の高い都市機能を持っています。この特性を生かし、
道路や住宅、超高速ブロードバンドを整備し、生活基盤のさら
なる充実を図っています。ごみの減量・資源化や環境美化活動
などによって環境負荷の軽減と自然環境の保全を進め、将来に
わたって都市と自然との調和を持続発展させていきます。

誰もが安全で安心な生活が送れるように、災害に強い防災基
盤の整備や救急・救助体制の充実、交通安全・防犯対策や健全
な消費生活の推進に取り組んでいます。

地域で助け合える仕組みを構築し、関係機関との連携によっ
て防災力・防犯力を高め、快適で暮らし続けたいまちづくりを
推進しています。

事　業　名 事　業　内　容 事 業 費 実施地区

合併処理浄化槽
設置整備事業

自然環境の保全を図るため、くみ取り便槽
や単独処理浄化槽から合併処理浄化槽へ切
り替える際の経費の一部を補助

9,022万円 全域

（仮称）霧島市クリーン
センター整備・運営事業

新たなごみ処理施設建設に向けた詳細設計
を進め、令和４年10月に着工 2億1,425万円 国分

交通安全施設整備事業 道路反射鏡28基、防護柵369ｍ、区画線
9,561ｍ、視線誘導標２本を設置 2,993万円 全域

森林環境譲与税事業
（森林整備・森林管理）

森林が持つ公益的機能を持続的に発揮させ
るため、森林管理委託意向調査、森林の整
備、伐採地の巡視活動などを実施

3,891万円 全域

送排水ポンプ導入管理事業
事業内容／内水氾濫箇所における緊
急時の排水対策として、移動式送排水
ポンプ（15,000ℓ/分）を２組購入　事
業費／ 8,789万円　実施地区／全域

窪
徳 

祐
作
さ
ん（
44
）
隼
人
町
在
住

担
い
手
経
営
発
展
等
支
援
事
業
の
利
用
者
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企業やＮＰＯ、地区自治公民館など、さまざまな主体と連携
することで市民主体のまちづくりを展開するとともに、国内外
の姉妹都市などとの交流を通じて相互理解を深め、国際的に活
躍できる人材の育成を図っています。

人口が減少する中、地域を元気にする人材の育成や移住・定

住の促進、交流人口の拡大などに取り組み、活力ある地域づく
りを推進しています。広域行政の推進と企業や学術・金融機関
などとの積極的な連携を図り、本市のブランド力を高めるシティ
プロモーションと連動した戦略的かつ施策を超えた取り組みの
強化を図っています。

事　業　名 事　業　内　容 事 業 費 実施
地区

★情報化推進事業
住民の利便性向上と職員の事務効率化を図
るため、総合支所等フリー Wi-Fi環境整備、
公共施設予約システム導入、Web会議環
境整備を実施

3,532万円 全域

公共施設
マネジメント計画
進行管理事業

市公共施設管理計画（第１期実施計画後期）
に基づき、総量縮減や財源確保（民間提案
制度、公用車広告掲載事業）などの取り組
みを実施

148万円 全域

事　業　名 事　業　内　容 事 業 費 実施地区

地区活性化支援事業 地区自治公民館や自治会が行う、地域の活性化
につながる事業に助成（527件） 1,437万円 全域

移住定住促進
補助事業

中山間地域の活性化や空き家の有効活用を図る
ため、要件を満たした移住者に補助金を交付（市
外からの転入53世帯139人、市街地からの転
居17世帯49人）

1,620万円 全域

産学官連携推進事業
包括連携協定締結企業数社との全国和牛能力共
進会PR、川崎医科大学霧島市地域枠の創設（合
格者１名）など

14万円 全域

岐阜県海津市との
姉妹都市交流事業

一般公募した参加者で市民相互の交流を図り、
薩摩義士の偉業を顕彰（参加者15人） 217万円 全域

少子高齢化や人口減少により、市税収入など行政
運営のための資源の確保が不透明な中、社会保障
関係経費や公共施設の維持・管理に係る費用負担の
増加などで、本市を取り巻く財政状況は厳しさを増
しています。ますます増える行政需要に的確に対応
するため、限られた財源などの資源を効果的で効率
的に生かす行政運営が求められています。

市民の需要を的確に把握し、行政情報をより分か
りやすく伝えることで、サービス向上や市民と行政
間の情報・意識の共有を図っています。業務改善と
人材育成に努め、経営の視点に立った行政運営を進
めます。持続可能な財政運営を目指し、経費の見直
しや公共施設保有量の適正化による経費削減、市
債残高の縮減、基金確保などに取り組んでいます。

総合計画等策定事業
事業内容／令和5年度を初年度
とする第二次霧島市総合計画
後期基本計画を策定。市民意
識調査、基礎調査、市民参画
ワークショップ、総合計画審議
会などを実施　事業費／1,190
万円　実施地区／全域

霧島ジオパーク推進事業
事業内容／霧島ジオパーク推進連絡
協議会の事業運営費として負担金を
交付。協議会では日本ジオパーク委
員会にエリア拡大申請を行い、従来
の約3.3倍となる総面積約27万5千
haで認定　事業費／ 96万円　実施
地区／全域

学校を取り巻く環境は、不登校や特別な配慮を要する児童生
徒への対応など複雑・多様化しており、家庭や地域を取り巻く
社会環境も大きく変化しています。

学校、家庭、地域社会、企業などと連携しながら、特色ある
開かれた学校づくりを進めるとともに、自他の生命を尊重する

教育を推進し、安全で安心して学べる教育環境の整備に取り組
んでいます。

本市特有の文化の継承・創造に努めながら、誰もが生きがい
を持って健全に過ごせるように、学習環境の整備とそれぞれの
世代に応じた学習情報の提供に努めています。

社会を生き抜く力と生涯を通じて
学びあう力を育むまちづくり

事　業　名 事　業　内　容 事 業 費 実施地区

いじめ・不登校対策等
子どもサポート事業

いじめや不登校の未然防止に向けて１人１台端
末を活用し、児童生徒の心の健康状態などが把
握できる本市独自のアプリを開発。一部学校で
の試験運用を開始

188万円
国分・溝辺
横川・霧島

隼人

★国分中央高校
設備整備事業

学習の質や競技力の向上を図るため、精華アリー
ナのフリー Wi-Fi環境や、学習用タブレット端末
を整備

792万円 国分

児童生徒
芸術鑑賞会事業

児童生徒の芸術文化に対する関心を深めるた
め、落語や音楽などの芸術鑑賞会を開催（41校、
3,835人参加）

303万円 全域

各種スポーツ大会出場者
支援事業

競技スポーツの推進を図るため、各種大会の予
選を勝ち抜き、全国大会などへの出場が決定し
た個人・団体に補助金を交付（個人41件、団体
63件）

370万円 全域

★図書館運営事業
事業内容／図書館（室）の電算システ
ムを統合し、ホームページで蔵書の
検索と予約、希望する図書館（室）
で貸し出し・返却が可能に。貸し出
しロッカーなども設置　事業費／
1,750万円　実施地区／全域

はぐくみ

今回は令和４年度に実施し
た事務事業について、「第二次
霧島市総合計画」（以下「総合計
画」）の六つの政策に沿って、そ
の一部を紹介しました。

霧島市の行政経営

総合計画は霧島市の全ての計
画の最上位に位置し、会社に見
立てると「経営方針」に当たり
ます。

総合計画の進行管理に当たっ
ては、民間企業などで使われて
いる目標管理の手法を取り入れ
た「行政評価」を活用しています。

行政評価では限られた財源を
有効に活用するために、施策や
事務事業の目的・目標に対して
取り組んだ事業の成果を分析・
検証します。目標が達成されて
いない場合は、何が原因なのか
を分析して事務事業を見直し、
改善策を次年度以降に反映させ
ていきます。

総合計画は「まちづくり」の
ための「台本」であり、その主
役は皆さんです。「このまちに
住んで良かった」と実感できる
ようなまちをつくるために、市
民の皆さんのご理解、ご協力を
お願いします。
���問＝企画政策課		☎（64）0914

市民とつくる
協動と連携のまちづくり

信頼される行政経営
によるまちづくり

きょうどう

しんらい

第二次霧島市総合計画に基づいて

まちづくりは
市民が主役

ちょうど１年ほど前、鹿児島
市から移住しました。自宅

で温泉に入れるというのが決め手
です。空き家を改修する際に費用
がかかったので、補助があって大
助かり。霧島市の移住定住補助
金はとても魅力的で、移住を検討
している人には心強いと思います。
移住してからは空気や風土、地域
の雰囲気などが自分の生活スタイ
ルに合っていることをしみじみ感
じています。ご近所さんも良い人
ばかりで、今の暮らしに大満足で
す。

INTERVIEW
肌で感じる霧島での暮らしやすさ

俣
また

木
き

 恵美子さん  霧島在住

移住定住促進補助事業の利用者
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CIVIC NEWS
Topic of kir ishima city まちの話 題

天皇皇后両陛下来鹿、皇族方も
競技の御覧や市内を御視察

燃
ゆる感動かごしま国体の総合開会式に合わせて
10月７日、天皇皇后両陛下が８年ぶりに来鹿。	

鹿児島空港では大勢の人が国旗を振りながら、大き
な歓声とともに両陛下を出迎えました。鹿児島市から
訪れた小島共葉さん（30）は「お召し物がすてきでした。
国体はアーチェリーとライフル競技を見に行きたい」
と話しました。10月９日から13日にかけて、瑶子女
王殿下、彬子女王殿下、高円宮妃殿下も来鹿。市内で
競技の御覧や特産品などを御視察・御体験されました。

市ホームページに掲載している「ま
ちの話題」にも、市内の出来事を
紹介していますのでご覧ください。

五
穀豊穣などを願う隼人浜下りが10月14日に開
催。甲

かっちゅう
冑武者や猿

さるたひこのみこと
田彦命に扮

ふん
した行列が、鹿児	

島神宮から浜之市八幡屋敷までを練り歩きました。そ
の様子はまるで、歴史絵巻から現れたかのようでした。

御神幸行列が厳かに浜之市へ

地
域活性化のため10月15日から31日、大隅横
川駅保存活用実行委員会が同駅舎をハロウィ

ン仕様に飾り付け。SNSでの仮装フォトコンテスト
などもあり、駅利用者や訪れた人を楽しませました。

駅舎がハロウィン仕様に

県内特産品などが霧島に集合

県
内九つの商工会議所青年部が９月30日、市民
会館前広場で活動内容や特産品などをＰＲする

「YEGマルフェかごしま」を開催。来場者は特産品の
出店やダンスなどのステージイベントを楽しみました。

よこがわ牛援隊、牛飼いを学ぶ

横
川地区の小学生により結成された「よこがわ牛
援隊」が10月３日、横川公民館で畜産業や鹿児

島黒牛などについて学びました。今後は体験などを通
して、畜産業への理解を深める活動を予定しています。

「きりしまMワゴン」の
運行が始まります

「きりしまMワゴン」の利用方法

中心市街地と溝辺地域で、きりしまＭワゴン（AIオンデマンドバス）の実証運行を開始します。運行エ
リアや停留所は、運行マップ（地域政策課や隼人地域振興課、各総合支所地域振興課で配布、市ホームペー
ジからもダウンロード可）をご確認ください。
問＝地域政策課		☎(64)0952、溝辺地域振興課		☎(59)3115

AIオンデマンドバスとは
　時刻表や決まった運行路線がない予約型の乗合バスです。予約状況に応じて人工知能(AI)が最適な経路を導き出し、指定の停留所に送迎します。
利用者の予約が入ると、次の利用者が待つ停留所への経路を考慮しながら運行します。

運行に賛同いただけるスポンサー（事業者）を募集しています
　持続可能な運行を目指すため、トヨタカローラ鹿児島㈱と連携し、「スポンサー制度」を創設しました。事
業者敷地内への停留所の設置、車両への社名広告の掲示などの特典があります。詳細は問い合わせください。
�問＝地域政策課		☎（64）0952

中心市街地 溝辺地域
運 行 開 始 日 11月21日（火） 11月20日（月）
運 行 曜 日 週４回（火・水、金・土）※ 週２回（月、木）※

運 行 時 間 8：30 ～ 16：30 8：30 ～ 17：30
運 行 台 数 ２台 １台
運 行 エ リ ア 国分・隼人地域の一部 溝辺地域の北部
運 賃 中学生以上200円、小学生100円、障がい者（付添人・介助者１人まで） 100円、未就学児は無料

無料の会員登録をする
地域政策課などで配布する申込書に記入して提出するか、インターネットから登録できます。

電話かインターネットで予約する
乗車停留所（出発地）や降車停留所(目的地)を、利用希望日の２週間前から乗車希望時間の30分前までに予約します。

☎050（2017）3755
受付＝月～土曜 8：30 ～ 17：00 24時間受付

予約した日時・停留所で乗車する
交通事情や乗り合いの都合により到着時間が前後することがあるので、余裕を持って停留所へ。

運賃を支払う
乗車時に運賃（現金やクレジットカード、W

ワ オ ン
AON、P

ペ イ ペ イ
ayPayなどが利用可）を支払います。

目的地の停留所へ
AIが導き出した経路に従い、途中で他の利用者が乗車・降車しながら目的地へと向かいます。

① 

登
録

② 

予
約

③ 

乗
車

④ 

支
払
い

⑤ 

到
着

登
録・予
約
は

こ
ち
ら
か
ら

市ホームページ
はこちら

運行車両：トヨタ ノア HV ウェルジョイン

停留所の目印(例)

電話
予約

インター
ネット
予約

※祝日も運行、12月29日～1月3日は運休。
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■□身障者用駐車場　■□自販機
■□屋根付き休憩所　■□授乳室
■□多目的トイレ
■□ベビーチェア　■□乳児用ベッド

き り し ま 給 食 通 信 令和５年11月７日  vol.33

市では、食育の生きた教材となる学校給食を通して、食に関する正しい知識や食文化の継承、
自然の恵みなどを学ぶ取り組みを進めています。このコーナーでは、人気の給食メニューをレシピとともに紹介します。

給
食
通
信

家
庭
で
楽
し
む

豚骨の油抜きをする前に焼酎を入れて炒めることで、肉の臭みを抜くことができます。
調理の
ポイン

ト

豚骨がやわらかくてジューシーです。

当日当日ののメニューメニュー

ごはん　牛乳　豚骨煮
白菜のごま酢あえ

三体小学校の給食風景

油	 小さじ1
豚骨	 320g
焼酎	 50cc
黒砂糖	 小さじ2
麦みそ	 大さじ1

インゲン	 30g
黒砂糖	 小さじ2
みりん	 小さじ1
料理酒	 小さじ1
おろしショウガ	 4g

こんにゃく	 80g
ダイコン	 230g
ゴボウ	 80g
ニンジン	 80g
厚揚げ	 100g

濃い口しょうゆ
	 小さじ1と1/3
赤みそ	 大さじ1弱

①	鍋に油を引いて熱し、豚骨を炒める。表面が白くなったら焼酎を加え、汁気がなくなるまで炒める。
②	①をザルに取り上げ、熱湯をかけて油抜きをする。
③	鍋に②と豚骨が漬かるくらいの水を入れ、Ａを加えてやわらかくなるまで煮込む。
④	こんにゃく、ダイコン、ゴボウ、ニンジンを一口大に切り、③に入れて煮る。水が足りないときは加える。
⑤	④の野菜がやわらかくなったら、一口大に切った厚揚げとＢを加えてとろ火で煮込み、３㎝幅に切った
インゲンを加えて火が通るまで煮る。

RECIPE 豚骨煮
鹿児島の
郷土料理を
味わおう Ａ

Ｂ

Ｂ材　料
（４人分）

作り方

kcalkcal

1 人分

201201
牧園学校給食センター 牧園町宿窪田813-11　☎（76）1764
・食数：360食
・配布先：牧園中、高千穂小、牧園小、三体小、中津川小、万膳小、持松小

て てくく

くくぱ ぱ

楽しい育児をサポートする
コーナーです。子どもと一
緒に出かけたい場所や育児
に役立つ情報などを紹介し
ます。

vol.
38

育児を楽しもう

友 達から教えてもらい、休日に子ど
もを連れてよく遊びに来ています。

この辺りは学生の頃に幾度となく通って
いましたが、こんなに良い公園ができて
いたので驚きました。

自宅からは少し離れているのですが、

子どもが車で出かけるのが好きなので、
ドライブも兼ねて出かけるには丁度いい
距離。親子ともども、今ではお気に入り
の公園です。

３歳から安心して遊ばせることができ
る遊具や芝生広場、休憩所もあるのがい

いですね。船の形をした遊具は子どもた
ちにとても人気があって、特に休みの日
は順番待ちができることもあるくらいで
す。私の子どもも滑り台が大のお気に入
り。子どももきっと満足すると思うので、
ぜひ出かけてみてください。

管理者から一言／浜之市郵便局の道路向い、熊野神社に隣接しています。船を模した珍しいコ
ンビネーション遊具が子どもに人気の公園です。小さい子向けの芝生広場や健康遊具も設置し
ています。ベンチやあずま屋は散歩の休憩にも利用ください。

SMILE KIDS ３歳までの子どもを紹介します。11月生まれのみんな、ハッピーバースデー♪

投稿募集中!
12月号に掲載する子ど
もの写真を募集していま
す。下の応募フォームか
ら申し込みください。申
し込み多数の場合は抽選
です。
⃝ 対象＝令和２年～４年の
12月生まれの子ども

（住民票が霧島市）
⃝ 期限＝11月20日（月）

➡ 応募フォームは
こちら保護者：了さん

いっぱい食べて
遊んで寝て
大きくなぁれ

中
なか

津
つ

川
がわ

 慶
けい

ちゃん

国分

3歳

保護者：真さん

いつもニコニコ
たぁくん♪
大好きだよ♥

小
お

川
がわ

 遵
たける

ちゃん

国分

保護者：梨夏子さん

いっくんの

無
む

垢
く

な笑顔が
みんなの宝物だよ♥

地
ぢ  け

家 潔
いさぎ

ちゃん

国分

3歳

保護者：晃太郎さん

ツンデレな奈ノ巴チャン
もう少しパパに
デレをください

猪
い

谷
たに

 奈
な

ノ
の

巴
は

ちゃん

国分

3歳 3歳

問＝秘書広報課  ☎（64）0955

休憩はあずま屋で

船の形をした人気の遊具

スイング遊具も

小
さ
い
子
ど
も
で
も
安
心
し
て
遊
べ
ま
す
。

福
元	

健
吾
さ
ん 

隼
人
町
在
住

陽ひ
ま
葵り
ち
ゃ
ん（
３
）

隼人町真孝1012

※ 団体で使用する際は問い合わ
せください。
問=市シルバー人材センター
☎（42）8585

歴史ある神社に隣接

くまの公園

紹
介
者

13  Kirishima City Public Relations, Japan  2023.11, Vol.396 広報きりしま  12

lunch recip
e 

&
 child

 rea
ring



競
技
歴
は
30
年
以
上
。
日
本
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
界

の
第
一
線
に
身
を
置
き
、
日
本
代
表
と
し
て

数
多
く
の
国
際
試
合
に
出
場
。
守
護
神
と
し
て
ゴ
ー
ル

を
守
り
続
け
て
き
た
の
が
、
飛ひ

田だ

季
実
子
さ
ん（
46
）で

す
。
所
属
し
て
い
た
ソ
ニ
ー
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
マ
ニ
ュ

フ
ァ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ
㈱
の
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
・

Ｂブ

ル

ー

Ｌ
Ｕ
Ｅ�

Ｓサ

ク

ヤ

Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｙ
Ａ
を
今
年
３
月
に
引
退
。
現

在
は
同
チ
ー
ム
で
Ｇ
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
Ｋ
コ
ー
チ
を
務
め
る
ほ
か
、
Ｕ

ア
ン
ダ
ー－

20
女
子
日
本
代
表
の
Ｇ
Ｋ
コ
ー
チ
で
も
活
躍
し
ま
す
。

「
動
き
が
速
く
接
触
プ
レ
ー
も
あ
り
、
得
点
が
た
く

さ
ん
入
っ
て
試
合
展
開
が
早
い
。
そ
し
て
何
よ
り
、
個

人
競
技
と
違
っ
て
チ
ー
ム
で
戦
う
の
が
魅
力
」
と
話
す

飛
田
さ
ん
が
競
技
を
始
め
た
の
は
、
中
学
１
年
生
の
時
。

姉
が
所
属
し
て
い
た
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
の
顧
問
が
担
任

に
な
り
、
導
か
れ
る
よ
う
に
入
部
す
る
こ
と
に
。「
最

初
は
さ
ま
ざ
ま
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
経
験
し
た
が
、
攻
め

る
と
き
の
フ
ェ
イ
ン
ト
な
ど
の
動
き
が
自
分
に
は
合
わ

な
い
と
感
じ
た
。
Ｇ
Ｋ
に
上
手
な
先
輩
が
い
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
迷
わ
ず
Ｇ
Ｋ
の
道
を
選
び
ま
し
た
」

高
校
を
卒
業
し
た
飛
田
さ
ん
は
実
業
団
に
入
団
す
る

も
、
２
度
の
廃
部
を
経
験
。
平
成
15
年
に
ブ
ル
ー
サ
ク

ヤ
に
加
入
し
ま
す
。「
も
う
一
度
選
手
と
し
て
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
が
で
き
る
こ
と
が
う
れ
し
か
っ
た
」
と
振
り
返

り
ま
す
。

加
入
後
間
も
な
く
し
て
選
ば
れ
た
日
本
代
表
の
練
習

で
は「
初
め
て
専
門
的
な
指
導
を
受
け
ま
し
た
。
基
本

的
な
こ
と
を
含
め
人
生
で
一
番
練
習
を
し
た
時
期
で
、

毎
日
体
が
痛
く
な
る
ま
で
頑
張
っ
た
。
そ
の
経
験
が
な

け
れ
ば
、
今
の
自
分
は
な
か
っ
た
と
思
う
」。
飛
田
さ

ん
の
活
躍
に
呼
応
す
る
よ
う
に
リ
ー
グ
順
位
は
徐
々
に

上
昇
、
強
豪
チ
ー
ム
と
し
て
リ
ー
グ
上
位
の
常
連
に
成

長
し
ま
す
。

惜
し
ま
れ
る
声
が
あ
る
中
、
昨
シ
ー
ズ
ン
を
も
っ

て
日
本
リ
ー
グ
を
引
退
。「
結
果
を
残
せ
な
い
も
ど
か

し
さ
が
あ
っ
た
」と
引
退
の
き
っ
か
け
を
話
す
一
方
で
、

「
引
退
が
現
実
に
な
る
と
、
選
手
と
し
て
プ
レ
ー
す
る

こ
と
の
楽
し
さ
を
改
め
て
実
感
し
た
」
と
大
好
き
な
ハ

ン
ド
ボ
ー
ル
へ
の
思
い
を
の
ぞ
か
せ
ま
す
。

選
手
生
活
の
区
切
り
と
し
て
最
後
の
舞
台
に
選
ん
だ

の
が
、
本
県
で
51
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
か
ご
し
ま

国
体
。「
第
二
の
故
郷
で
開
催
さ
れ
る
国
体
で
最
後
と

決
め
て
い
た
。
結
果
は
２
位
と
、
目
標
だ
っ
た
優
勝
に

は
届
か
ず
悔
し
い
思
い
も
あ
る
が
、
チ
ー
ム
愛
で
は
鹿

児
島
チ
ー
ム
が
優
勝
で
す
」と
ほ
ほ
笑
み
ま
す
。

コ
ー
チ
と
し
て
選
手
を
支
え
る
立
場
と
な
っ
た
飛
田

さ
ん
の
心
は
既
に
、
国
体
後
間
も
な
く
開
幕
し
た
リ
ー

グ
戦
に
あ
り
ま
す
。「
気
持
ち
を
切
り
替
え
て
、
目
の

前
の
目
標
に
向
け
て
自
分
の
役
割
を
果
た
し
た
い
」
と

意
気
込
む
飛
田
さ
ん
を
突
き
動
か
す
の
は
、
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
へ
の
愛
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

歴
史
を
支
え
に
、

よ
り
大
き
な

明
か
り
を
と
も
す

これからも続く、ハンドボールへの愛 Vol.186
THE SCENE

霧島に生きる

ソニーセミコンダクタ
マニュファクチャリング
㈱鹿児島テクノロジー
センター
ハンドボールチーム課
飛
ひ

田
だ

	季実子さん(46)
大阪府泉佐野市出身。
選手生活に区切りをつ
けた今でも、今後の体
調管理を考えダイエッ
トを目標に据えるしっ
かり者。国分在住。

ブ
ル
ー
サ
ク
ヤ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

こ
ち
ら

日
本
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
リ
ー
グ
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
は
こ
ち
ら
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お
知
ら
せ

市
議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

・�
11
月
28
日（
火
）本
会
議
初
日（
開

会
、
議
案
上
程
、
提
案
説
明
）

・�

12
月
４
日（
月
）本
会
議

・�

12
月
５
日（
火
）本
会
議（
質
疑
、

議
案
処
理
、
一
般
質
問
）

・�

12
月
６
日（
水
）～
８
日（
金
）本

会
議（
一
般
質
問
）

・�

12
月
22
日（
金
）本
会
議
最
終
日

（
委
員
長
報
告
、
採
決
、
閉
会
）

※�

開
会
は
午
前
10
時
。
日
程
は
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

本
会
議
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
生
放
送
さ

れ
、過
去
の
一
般
質
問
は
Ｙ
ｏ
ｕ

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
視
聴
で
き
ま
す
。

◎�

�問
＝
議
会
事
務
局
☎（
64
）０
９

２
２

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す

県
で
は
、毎
年
11
月
を「
不
法

投
棄
防
止
強
化
月
間
」
と
定
め
、

不
法
投
棄
防
止
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど

を
強
化
し
て
い
ま
す
。

不
法
投
棄
は
、
景
観
を
損
な
う

だ
け
で
な
く
環
境
汚
染
に
つ
な
が

る
恐
れ
が
あ
り
、
法
律
で
厳
し
く

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
違
反
す
る

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

農
場
で
栽
培
し
た
紅
は
る
か
を
、

焼
き
窯
で
調
理
し
振
る
舞
い
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
12
月
３
日（
日
）午
前
11

時
か
ら

※
雨
天
中
止
。

⃝
�

配
布
数
＝
先
着
３
０
０
人

◎�

�問
＝
城
山
公
園
管
理
事
務
所
☎

（
46
）１
５
６
１

上
野
原
縄
文
の
森
展
示
館

展
示
室
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事

展
示
室
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る

た
め
、
次
の
期
間
、
展
示
室
を
利

用
で
き
ま
せ
ん
。

現
在
の
展
示
室
を
見
納
め
に
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

⃝
�

期
間
＝
１
月
９
日（
火
）～
７
月

５
日（
金
）予
定

◎�

�問
＝
上
野
原
縄
文
の
森
☎（
48
）

５
７
０
１

み
や
ま
コ
ン
セ
ー
ル

■
霧
島
芸
術
の
森
を
巡
る
旅

　
バ
ス
ツ
ア
ー
＆
コ
ン
サ
ー
ト

⃝
 

日
時
＝
11
月
26
日（
日
）午
前
９

時
～
午
後
５
時
30
分

⃝
�

集
合
場
所
＝
鹿
児
島
中
央
駅
西

口

⃝
�

会
場
＝
主
ホ
ー
ル
ほ
か

※�

コ
ン
サ
ー
ト
の
み
の
鑑
賞
も

と
５
年
以
下
の
懲
役
か
１
千
万
円

以
下
の
罰
金
、
ま
た
は
そ
の
両
方

を
科
せ
ら
れ
ま
す
。

ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
ご
み
の
適

正
な
処
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
不
法
投
棄
を
見
か
け
た
ら

不
法
投
棄
者
の
特
徴
や
車
の
ナ

ン
バ
ー
な
ど
を
警
察
や
市
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。
不
法
投
棄
を
な

く
す
た
め
に
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

◎�
�問
＝
環
境
衛
生
課
☎（
64
）０
９

６
１

市
民
健
康
講
座

■	

耳
の
は
な
し
～
め
ま
い
や
加
齢

性
難
聴
に
つ
い
て
～

⃝
�

日
時
＝
12
月
２
日（
土
）午
前
10

時
～
正
午（
開
場
＝
午
前
９
時

30
分
）

⃝
�

場
所
＝
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

⃝
�

講
師
＝
井
内
寛
之
さ
ん（
市
立

医
師
会
医
療
セ
ン
タ
ー
耳
鼻
咽

喉
科
・
頭
頸け

い

部ぶ

外
科
医
長
）

⃝
�

定
員
＝
先
着
２
０
０
人

⃝
�

入
場
料
＝
無
料

※�

手
話
通
訳
や
要
約
筆
記
を
利
用

希
望
の
人
は
、
11
月
17
日（
金
）

ま
で
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎�

�問
＝
健
康
増
進
課
☎（
64
）０
９

で
き
ま
す（
午
後
２
時
開
演
）。

申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
細
は
、

み
や
ま
コ
ン
セ
ー
ル
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎�

�問
＝
み
や
ま
コ
ン
セ
ー
ル
☎（
78
）

８
０
０
０募

　
集

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
主
催
講
座

◎�

�問
＝
情
報
政
策
課
☎（
64
）０
９

３
３

み
ぞ
べ
秋
祭
り

馬
踊
り
や
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、

ス
ポ
ー
ツ
体
験
な
ど
の
催
し
、
農

産
品
の
販
売
の
ほ
か
、
み
ぞ
べ
文

化
祭
も
同
日
開
催
さ
れ
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
11
月
23
日（
木
・
祝
）午

前
10
時
～
午
後
3
時

⃝
�

場
所
＝
み
そ
め
館（
溝
辺
町
麓

３
３
９
１
）周
辺

◎�

�問
＝
実
行
委
員
会（
溝
辺
総
合

支
所
地
域
振
興
課
内
）☎（
59
）３

１
１
５

裁
判
員
・
検
察
審
査
員

候
補
者
に
選
ば
れ
た
ら

裁
判
員
は
刑
事
裁
判
に
参
加
し
、

裁
判
官
と
共
に
判
決
内
容
を
決
め
、

検
察
審
査
員
は
検
察
官
の
不
起
訴

処
分
が
妥
当
か
を
審
査
し
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
候
補
者
は
、
選
挙

権
が
あ
る
県
民
の
中
か
ら
無
作
為

に
選
ば
れ
ま
す
。

令
和
６
年
度
の
候
補
者
に
選
ば

れ
た
人
は
、11
月
中
旬
ご
ろ
に「
候

補
者
名
簿
へ
の
記
載
の
お
知
ら

せ
」
が
届
き
ま
す
の
で
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

◎�
�問
＝【
裁
判
員
】鹿
児
島
地
方
裁

⃝
�

講
師
＝
松
井
敏
也
さ
ん（
筑
波

大
学
教
授
）

⃝
�

定
員
＝
20
人

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

⃝
�

参
加
料
＝
３
０
０
円

⃝
�

申
込
方
法
＝
申
し
込
み
フ
ォ
ー

ム
か
ら
か
、
往
復
は
が
き
に
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入

し
て
郵
送

⃝
�

申
込
期
限
＝
12
月
６
日（
水
）必

着
◎�

�問
＝
社
会
教
育
課
☎（
64
）０
７

０
５

福
山
公
民
館
改
修
工
事
に

伴
い
休
館
し
ま
す

福
山
公
民
館
の
改
修
工
事
を
行

う
た
め
、
11
月
下
旬
か
ら
公
民
館

と
図
書
室
を
休
館
し
ま
す
。
開
館

は
令
和
７
年
春
の
予
定
で
す
。

福
山
図
書
室
の
本
の
貸
し
出
し

は
、
令
和
６
年
１
月
中
旬
か
ら
福

山
総
合
支
所
内
で
行
い
ま
す
。
そ

れ
ま
で
は
、
他
の
図
書
館（
室
）を

利
用
く
だ
さ
い
。
返
却
は
、
支
所

正
面
玄
関
ロ
ビ
ー
の
返
却
ボ
ッ
ク

ス
を
利
用
く
だ
さ
い
。

◎�

�問
＝
福
山
総
合
支
所
地
域
振
興

課
☎（
56
）２
０
１
２

令
和
６
年
版
の

県
民
手
帳
を
販
売
し
ま
す

カ
レ
ン
ダ
ー
の
ほ
か
、
県
内
各

市
町
村
の
統
計
資
料
や
観
光
情
報

な
ど
が
掲
載
さ
れ
た
手
帳
で
す
。

⃝
�

価
格
＝
６
６
０
円（
税
込
み
）

⃝
�

販
売
期
限
＝
１
月
19
日（
金
）

⃝
�

販
売
場
所
＝
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ

ン
タ
ー
売
店
、
隼
人
地
域
振
興

課
、
各
総
合
支
所
地
域
振
興

課
、
県
内
の
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
、

ロ
ー
ソ
ン
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー

ト
、
書
店
、
文
具
店
な
ど

◎�

�問・�申
＝
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー 

☎・
（
64
）０
９
１
９
、
〒
８

９
９
－
４
３
９
４
国
分
中
央
３

－
45
－
１

き
り
し
ま
博
物
館
め
ぐ
り

■	

最
新
の
保
存
科
学
と
霧
島
の
文

化
財

⃝
�

日
時
＝
12
月
16
日（
土
）午
前
10

時
～
正
午

⃝
�

場
所
＝
隼
人
塚
史
跡
館（
隼
人

町
内
山
田
２
８
７
－
１
）

判
所
刑
事
部
裁
判
員
係
☎
０
９

９（
２
２
２
）７
１
５
７
、【
検
察

審
査
員
】鹿
児
島
検
察
審
査
会

事
務
局
☎
０
９
９（
８
０
８
）３

７
１
９

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
で

簡
単
に
年
金
記
録
を
確
認

11
月
30
日
は「
年
金
の
日
」で
す
。

自
分
の
年
金
記
録
や
年
金
見
込
額

を
確
認
し
、
将
来
の
生
活
設
計
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」を
利
用
す

る
と
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
い
つ
で
も
自
分
の
年
金

記
録
を
確
認
で
き
、
年
金
見
込
額

の
試
算
も
で
き
ま
す
。

詳
細
は
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎�

�問
＝
加
治
木
年
金
事
務
所
☎（
62
）

３
５
１
１

城
山
公
園
イ
ベ
ン
ト

■
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯

展
望
台
を
ツ
リ
ー
に
見
立
て
て

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
飾
り
ま
す
。

⃝
�

期
間
＝
11
月
18
日（
土
）～
12
月

30
日（
土
）

⃝
�

点
灯
時
間
＝
午
後
５
時
～
10
時

※
休
園
日
も
点
灯
し
ま
す
。

■
焼
き
芋
の
ふ
る
ま
い

０
８

そ
ば
打
ち
体
験

⃝
�

日
時
＝
12
月
９
日（
土
）午
前
９

時
～
午
後
１
時

⃝
�

場
所
＝
国
分
営
農
研
修
セ
ン

タ
ー（
国
分
広
瀬
２
－
20
－
２
）

⃝
�

対
象
＝
市
内
在
住
の
成
人

⃝
�

定
員
＝
先
着
12
人

⃝
�

参
加
料
＝
５
０
０
円

⃝
�

必
要
な
物
＝
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
マ
ス
ク
、
タ
オ
ル

⃝
�

受
付
＝
11
月
16
日（
木
）午
前
８

時
15
分
か
ら

◎�

�問
・
�申
＝
市
施
設
管
理
公
社
☎

（
64
）０
９
２
１

◦ 対象＝パソコンなど操作初心者  ※申し込み多数の場合は抽選。
◦ 申込方法＝【往復はがき（１講座１枚）】講座番号、講座名、住所、氏名、電話番号を記入し郵送、
【FAX】講座番号、講座名、住所、氏名、電話・ファクス番号を記入し送信、【窓口】申込用
紙に記入し、普通はがきと併せて提出、【インターネット】申し込みフォームから

講座
番号 講　座　名 日　　時 定員 受講料 申込期限

（必着）

38 第２回
タブレット体験講座

12/5（火）・6（水）
18：30～20：30 5人

500円

11/21
（火）

13 第２回
iPhone・iPad基礎講座

12/15（金）
9：30～15：30 10人 12/1

（金）

申し込み
フォームはこちら

申し込み
フォームはこちら

スマートフォンの基本的な使い方を学びます。操作方法
に不安のある人や、もっと便利に使いたい人、これからス
マートフォンにしようと考えている人など、ぜひ参加くだ
さい。
※複数講座申し込み可。

◦場所＝メディアセンター　◦定員＝各先着８人
◦参加料＝無料　◦申込期限＝各開催日の１週間前
�問・�申＝ＤＸ推進課		☎（55）4012

期日 記号 時　間 内　　容

12
／
５(

火)

A 10：30 ～11：30 スマホの基本操作、文字の
入力

B 13：30 ～14：30 地図アプリの使い方、カメ
ラの使い方

C 15：00 ～16：00
２次元バーコードの読み取
り方、アプリのインストー
ル方法

12
／
８(

金)

D 10：30 ～11：30
市が提供するアプリなどの
紹介

（きりしま防災・行政ナビ、
施設予約）

E 13：30 ～14：30 LINEについて

F 15：00 ～16：00 Instagramについて

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

教
室
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

※ ＝問い合わせ先　 ＝申し込み先 ＝提出先提 K I R I S H I M A  I N F O R M A T I O N
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ま
す
。（
要
予
約
）

※
電
話
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

⃝
�

時
間
＝
午
後
１
時
～
５
時

⃝
�

場
所
＝
国
分
公
民
館
３
階

⃝
�

対
象
＝
39
歳
以
下
の
人（
保
護

者
な
ど
か
ら
の
相
談
も
可
）

◎�

�問
・
�申
＝
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
協
会

鹿
児
島
事
務
所【
肥
後
】☎
０
９

０（
４
０
０
３
）３
１
１
９

境
界
ト
ラ
ブ
ル

休
日
無
料
相
談
所

境
界
ト
ラ
ブ
ル
や
筆
界
特
定
に

関
す
る
お
悩
み
な
ど
、
土
地
家
屋

調
査
士
や
弁
護
士
、
法
務
局
職
員

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。（
要
予
約
）

⃝
 

日
時
＝
11
月
26
日（
日
）午
前
10

時
～
午
後
３
時

⃝
�

場
所
＝
鹿
児
島
地
方
法
務
局
霧

島
支
局

⃝
 

申
込
期
限
＝
11
月
24
日（
金
）

◎�

�問
・
�申
＝
県
土
地
家
屋
調
査
士

会
☎
０
９
９（
２
１
４
）２
９
５

８

会
・
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら

⃝
�

申
込
期
限
＝
11
月
25
日（
土
）

◎�

�問
＝
第
一
工
科
大
学
社
会
・
地

域
連
携
セ
ン
タ
ー
☎（
45
）０
６

４
０

き
り
し
ま・国
分

子
ど
も
劇
場
鑑
賞
例
会

■
人
形
劇
団
ひ
と
み
座

　
「
お
し
い
れ
の
ぼ
う
け
ん
」

⃝
�

日
時
＝
12
月
８
日（
金
）午
後
６

時
30
分
～
７
時
30
分

⃝
�

場
所
＝
日
当
山
地
区
公
民
館

⃝
�

対
象
＝
３
歳
以
上

⃝
�

定
員
＝
先
着
40
人

⃝
�

入
場
料
＝
無
料

※�

入
会
費
３
０
０
円
、
月
会
費
１

２
０
０
円
が
別
途
必
要
。

◎�

�問
＝
き
り
し
ま
・
国
分
子
ど
も

劇
場【
水
口
】☎
０
９
０（
８
３
９

７
）８
５
２
４

相
　
談

精
神
対
話
士
に
よ
る
不
安
や

心
配
事
な
ど
の
無
料
相
談

対
話
と
専
門
的
な
知
識
で
心
を

癒
や
す
プ
ロ
の
精
神
対
話
士
が
、

将
来
へ
の
不
安
や
心
配
事
な
ど
に

つ
い
て
話
を
聴
き
、
一
緒
に
考
え

⃝
�

試
験
会
場
＝
陸
上
自
衛
隊
国
分

駐
屯
地

※�

応
募
方
法
な
ど
詳
細
は
、
自
衛

官
募
集
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

◎�

�問
・
�申
＝
自
衛
隊
鹿
児
島
地
方

協
力
本
部
国
分
地
域
事
務
所
☎

（
45
）１
８
３
６

国
分
駐
屯
地
創
立
記
念

イ
ベ
ン
ト
バ
ザ
ー
出
店
者

⃝
�

日
時
＝
２
月
18
日（
日
）午
前
８

時
30
分
～
午
後
３
時

⃝
�

場
所
＝
陸
上
自
衛
隊
国
分
駐
屯

地

⃝
�

募
集
数
＝
20
枠

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

⃝
 

出
店
料
＝
５
０
０
円
程
度

⃝
�

申
込
期
間
＝
11
月
21
日（
火
）～�

12
月
８
日（
金
）

◎�

�問
・
�申
＝
陸
上
自
衛
隊
国
分
駐

屯
地
業
務
隊
厚
生
科【
髙
田
】☎

（
46
）０
３
５
０

第
一
工
科
大
学
公
開
講
座

■	

旅
客
機
の
安
全
運
航
を
守
る
仕

組
み

⃝
 

日
時
＝
12
月
２
日（
土
）午
前
10

時
～
11
時

⃝
�

参
加
料
＝
無
料

⃝
�

申
込
方
法
＝
第
一
工
科
大
学
社

特産品や飲食ブースは毎年大盛況。
太鼓演奏などのステージイベント
が祭りを盛り上げます。
◦ 日時＝11月19日（日）午前９時30分

～午後３時
◦ 場所＝蒲生小学校校庭（姶良市蒲生

町上久徳2252）
�問＝実行委員会（蒲生総合支所内）

☎0995（52）1211

垂水市の冬の名産「つらさげ芋」な
どさまざまな特産品を販売。子ど
もから大人まで楽しめるイベント
が盛りだくさんです。
◦ 日時＝12月3日（日）午前９時～午

後２時
◦ 場所＝大野ＥＳＤ自然学校、高峠つ

つじケ丘公園内のログハウス
�問＝森

もりんちゅ

人くらぶ		☎0994（45）7021

日本一大楠どんと
秋まつり

大野原いきいき祭り
2023

錦
江
湾
奥
お
で
か
け
情
報

姶良
市

垂水
市

録
会
員
情
報
の
閲
覧
な
ど
が
で
き

ま
す
。（
要
予
約
）

⃝
�

日
時
＝
12
月
３
日（
日
）午
前
９

時
50
分
～
午
後
３
時
10
分

⃝
�

場
所
＝
国
分
公
民
館
中
研
修
室

⃝
�

対
象
＝
独
身
の
20
歳
以
上

⃝
�

定
員
＝
先
着
10
人

⃝
�

登
録
料
＝
１
万
円（
２
年
間
有

効
）

⃝
�

申
込
方
法
＝
か
ご
し
ま
出
会
い

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら

⃝
�

申
込
期
限
＝
12
月
２
日（
土
）

◎�

�問
＝
か
ご
し
ま
出
会
い
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
☎
０
９
９（
２
０

８
）１
１
５
０

陸
上
自
衛
隊

高
等
工
科
学
校
生

⃝
�

入
隊
時
期
＝
４
月
上
旬

⃝
�

応
募
資
格
＝
令
和
６
年
４
月
１

日
現
在
、
17
歳
未
満
の
男
子
で
、

中
学
校
を
卒
業（
見
込
み
可
）し

た
人

⃝
�

申
込
期
限
＝
１
月
５
日（
金
）

⃝
�

試
験
日
＝
１
月
13
日（
土
）・
14

日（
日
）

※錦江湾奥会議は、錦江湾奥部に位置する鹿児島市、姶良市、垂水市、霧島市の４市が行政区を越えて連携し、地域活性化を図る取り組みです。

錦
江
湾
奥
会
議
を
構
成
す
る
ま
ち
の
イ
ベ
ン

ト
情
報
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

国
際
交
流
員
と
交
流
し
よ
う

⃝
�

対
象
＝
市
民

⃝
�

参
加
料
＝
無
料

⃝
�

申
込
方
法
＝
電
話
か
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら

⃝
�

申
込
期
限
＝
各
開
催
日
の
前
日

氏
名
、
電
話
番
号
、
参
加
者
氏

名
を
電
話
か
フ
ァ
ク
ス

⃝
�

申
込
期
限
＝
11
月
28
日（
火
）

◎�

�問
・
�申
＝
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
☎（
42
）８
５
８
５
、
（
42
）

８
８
８
６

◎�

�問
・
�申
＝
市
民
活
動
推
進
課
☎

（
64
）０
９
２
４

サ
ン
・
あ
も
り

■
苔こ

け
玉
講
座

⃝
�

日
時
＝
12
月
４
日（
月
）午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分

⃝
�

定
員
＝
先
着
15
人

⃝
�

受
講
料
＝
３
千
円（
材
料
代
込

み
）

⃝
�

必
要
な
物
＝
持
ち
帰
り
用
の
ビ

ニ
ー
ル
袋

■
心
と
体
の
健
康
Ｙヨ

ガ

Ｏ
Ｇ
Ａ
講
座

⃝
 

期
間
＝
12
月
５
日
～
２
月
27
日

（
全
て
火
曜
・
全
９
回
）

⃝
�

時
間
＝
午
前
10
時
～
11
時
30
分

⃝
�

対
象
＝
成
人
女
性（
高
校
生
を

除
く
）

⃝
�

定
員
＝
先
着
20
人（
10
人
以
上

で
実
施
）

⃝
�

受
講
料
＝
４
９
５
０
円

⃝
�

必
要
な
物
＝
ヨ
ガ
マ
ッ
ト（
バ

ス
タ
オ
ル
可
）、
室
内
シ
ュ
ー
ズ

◎�

�問・�申
＝
サ
ン・
あ
も
り
☎（
43
）

３
３
７
３

霧
島
神
宮
史
跡
巡
り

■
国
宝
と
周
辺
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト

⃝
 

日
時
＝
12
月
２
日（
土
）午
前
10

時
～
午
後
０
時
30
分

※
小
雨
実
施
。

大
切
な
人
と
の
出
会
い
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

結
婚
を
希
望
す
る
人
に
出
会
い

の
き
っ
か
け
を
つ
く
る
出
張
窓
口

を
開
設
し
ま
す
。
入
会
登
録
、
登

⃝
�

集
合
場
所
＝
市
観
光
案
内
所
前

（
霧
島
神
宮
一
の
鳥
居
そ
ば
）

⃝
�

定
員
＝
先
着
25
人

⃝
�

参
加
料
＝
小
学
生
２
５
０
円
、

中
学
生
以
上
５
０
０
円

⃝
 

申
込
方
法
＝
代
表
者
の
住
所
、

期
　
日

11月 26日（日）

12月
３日（日）、９日
（土）、10日（日）、
17日（日）

1月 14日（日）、21日
（日）、28日（日）

◦ 募集期間
１月５日（金）～２月２日（金）

※ 各学校の受け入れ定員に達した場合は、
受け付けを終了することがあります。

◦ 申込方法＝必ず体験入学（学校見学）を
した上で、学校教育課に直接

※ 新小学１年生は、申し込み時に子ども
も同伴。

※ 申込書は学校教育課、各特認校で配布
しています（市ホームページからもダ
ウンロード可）。継続の申し込みは各
特認校から個別に案内します。

※ 体験入学（学校見学）の期間は学校によ 
って異なります。現在通学する学校の
校長を通じて希望する特認校に連絡し
てください。新小学１年生は入学予定
校に連絡の上、希望する特認校に連絡
してください。
◦	入学・転入学の条件
◦ 令和６年４月１日現在で市立小・中学

校に籍があり、１年を通じて通学でき
ること（年度途中での転出は原則不可）

◦ 保護者が小規模校での教育を理解・賛
同し、現在通学する学校や特認校の学
級編制などに支障がないこと

◦ 保護者の責任で安全な通学が可能で、
特認校での学校行事、PTA活動や子ど
も会活動、地域の活動などに積極的に
関わることができること

※ 特認校から特認校への転入学はできま
せん。

※ 条件によっては、希望に添えない場合
もあります。

小規模校で学びませんか

令和６年度
特認校生

一定の条件の下、市内の小中学生が小規模校へ特
別に入学・転入学できる制度です。住所は変更せずに、
自宅からの通学です。距離により通学補助があります。

学校名 所在地 電話番号 児童生徒数
木原小学校 国分郡田3592 49-3106 17人（3学級）
川原小学校 国分川原2654 45-3688 9人（3学級）
塚脇小学校 国分上之段2284 48-2211 7人（3学級）

竹
た か ぜ

子小学校 溝辺町竹子859 59-2832 26人（3学級）
佐々木小学校 横川町下ノ920-6 72-9022 6人（2学級）
中津川小学校 牧園町上中津川1282 77-2429 14人（3学級）
持松小学校 牧園町持松11 77-2421 9人（3学級）
永水小学校 霧島永水3811 57-0367 28人（5学級）
小浜小学校 隼人町小浜4774 42-0501 28人（5学級）

中福良小学校 隼人町嘉例川1831-1 43-9232 12人（4学級）
福山小学校 福山町福山2962-1 55-2030 10人（3学級）
木原中学校 国分郡田3592 49-3106 24人（3学級）

特認募集校と児童生徒数（令和５年5月1日現在）

� �問・�申＝学校教育課  ☎（64）0707

講座名 内容 日時 場所 定員（先着）
国際交流員と

学ぼう
アメリカの交流員がインフレとお金
の供給を解説します。

11/29（水）
18：30 ～ 19：30 国分公民館

中研修室

20人

中国語教室
（中・上級） 中国で流行している言葉を学びます。 11/30（木）

18：30 ～ 19：30 15人

国際交流員と
おしゃべり会

韓国語や日本語でおしゃべりを楽し
みます。

12/1（金）
18：30 ～ 19：30 

12/8（金）
10：00 ～ 11：00

国分公民館
和室 各５人

韓国語教室
（実践編） 今年を振り返る会話を紹介します。 12/5（火）

18：30 ～ 19：30
国分公民館
中会議室 15人ホームページは

こちら

K I R I S H I M A  I N F O R M A T I O N※ ＝問い合わせ先　 ＝申し込み先 ＝提出先提
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図書館へ行こう スマホ用 携帯用 インスタグラム

http://www.lib-kirishima.jp/

松村 雄太　著
マーケティング戦略の新常識。Ｚ
世代の消費傾向、ＳＮＳとの関わ
り、彼らに響くショート動画攻略
法などＺ世代向けのビジネスで成
功するためのヒントを提供します。

笠井 信輔　著
４カ月半の入院・抗がん剤治療か
ら得た気づきと、復帰後の活動で
さらに深まったがん患者と家族・
医療関係者との共感をつづっ 
た、新しい治療アドバイス読本。

山口 由美　著
ディープラーニングとは何か。身
の回りのどんなところで活躍して
いるのか。私たちの暮らしは今後
どう変わるのかなど、ＡＩの今と
将来をイラストと共に解説します。

蒼沼 洋人　著
母が大好きだった海光小学校の大
イベント「海光祭」。小学６年生の
三船七海は、東日本大震災で亡く
なった母が熱を入れていた祭りの
復活に向け、新たな挑戦を始める。

新 刊 紹 介

Ｚ
世
代
が
よ
く
わ
か
る
本

が
ん
が
つ
な
ぐ

足
し
算
の
縁

10
歳
か
ら
の

図
解
で
わ
か
る
Ａ
Ｉ

波
あ
と
が

白
く
輝
い
て
い
る

読
者
の
お
便
り

読
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
声
を
伝
え
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

Letter

10
月
号
の
特
集
「
牛
肉
を
食
べ

る
。」
は
と
て
も
興
味
深
い
タ
イ

ト
ル
で
し
た
。
私
は
大
阪
出
身
で
、

こ
ち
ら
に
定
住
し
て
か
ら
鹿
児
島

黒
牛
の
お
い
し
さ
に
び
っ
く
り
し
、

と
り
こ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

牛
肉
が
脂
肪
燃
焼
や
抗
老
化
な
ど

に
効
果
が
あ
る
こ
と
を
初
め
て
知

り
、
ま
す
ま
す
食
べ
る
回
数
が
増

え
そ
う
で
す
。
和
牛
の
生
産
に
携

わ
っ
て
い
る
農
家
の
皆
さ
ん
、
牛

に
愛
情
は
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
日
本
一
の
鹿
児
島
黒
牛

を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。（
う
し
ま

る
37
歳
）

●

和
牛
に
携
わ
る
人
の
思
い
を
読

ん
で
。
牛
を
飼
育
す
る
こ
と
の
大

変
さ
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
私
の

姪
の
嫁
ぎ
先
は
約
30
頭
の
牛
を
育

て
て
い
ま
す
。
ひ
と
昔
前
は
子
牛

も
高
値
で
取
引
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
こ
こ
に
き
て
餌
代
の
高
騰
や

電
気
料
金
な
ど
の
値
上
げ
で
、
育

て
る
こ
と
が
と
て
も
大
変
だ
と
聞

き
ま
す
。
朝
早
く
か
ら
夜
遅
く
ま

で
の
仕
事
。
そ
れ
で
も
一
頭
一
頭

に
愛
情
を
か
け
育
て
て
い
る
と
の

こ
と
。
他
県
に
負
け
な
い
日
本
一

の
牛
肉
で
す
。
私
も
鹿
児
島
の
牛

肉
を
食
べ
て
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

（
み
い
ち
ゃ
ん
63
歳
）

▼
特
集
に
関
す
る
お
便
り
を
た
く

さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
集
と

り
返
る
予
定
で
す
の
で
お
楽
し
み

に
。い

つ
も
楽
し
く
拝
見
し
て
い
ま

す
。
も
と
も
と
地
元
で
は
な
い
の

で
、
ま
だ
ま
だ
自
分
の
知
ら
な
い

魅
力
的
な
場
所
な
ど
を
知
る
こ
と

が
で
き
て
う
れ
し
い
で
す
。
編
集

は
大
変
か
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ

か
ら
も
変
わ
ら
ず
話
題
を
提
供
し

て
い
た
だ
け
る
と
あ
り
が
た
い
で

す
。（
納
豆
大
好
き
47
歳
）

●

秋
も
深
ま
り
読
書
の
季
節
と
な

り
ま
し
た
。
お
は
な
し
王
国
の
お

知
ら
せ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

時
間
を
作
っ
て
孫
た
ち
と
参
加
し

の
コ
ラ
ボ
企
画
の
読
者
ク
ー
ポ
ン

も
11
月
末
ま
で
使
え
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
利
用
し
て
１
人
で
も
多
く
の

人
に
牛
肉
を
食
べ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

か
ご
し
ま
国
体
が
い
よ
い
よ
始

ま
り
ま
し
た
ね
。
私
も
い
く
つ
か

の
競
技
を
見
に
行
き
ま
し
た
。

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
プ
レ
ー
を
間
近

で
見
て
興
奮
し
ま
し
た
。
せ
っ
か

く
の
機
会
な
の
で
、
か
ご
し
ま
大

会
も
見
に
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
Ｍ
・
Ｕ
15
歳
）

▼
市
関
係
の
選
手
を
は
じ
め
、
県

勢
が
大
活
躍
の
大
会
と
な
り
ま
し

た
。
12
月
号
で
国
体
・
大
会
を
振

た
い
で
す
。
ま
た
「
郷
土
史
へ
の

扉
」
の
勧
業
知
事
と
草
競
馬
の
記

事
は
地
元
に
住
ん
で
い
て
も
知
ら

な
か
っ
た
の
で
、
と
て
も
深
い
学

び
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

広
報
誌
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

（
カ
ラ
ン
コ
エ
60
歳
）

▼
毎
月
広
報
誌
に
関
す
る
感
想
な

ど
を
多
数
い
た
だ
き
、
励
み
に
な

り
ま
す
。
よ
り
良
い
広
報
誌
を
お

届
け
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
た
く
さ
ん
の
お
便
り

を
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
文
章
は
誌
面
の
都
合
上
、
調

整
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

2023.11

修
行
美
江
子
さ
ん（
霧
島
）

今
月
の
絵
手
紙

イ ベ ン ト 名 日　　時［対　象］ 場　所
幼児と小学生のためのおはなしの部屋

（りんごの木） 12月２日（土） 10：30 ～ 11：30

国分図書館赤ちゃんとわらべうた・えほんのへや
（りんごの木） 12月４日（月） 10：30 ～ 11：00

ほるとの森おはなし会 11月25日（土） 14：30 ～ 15：00
12月９日（土） 14：30 ～ 15：00

きりしま読書会 11月26日（日） 10：30 ～ 11：00［成人］
問=池田  ☎090（1874）1086 メディアセンター

おはなしの部屋
11月19日（日） 11：00 ～ 11：30［幼児･小学生］
12月１日（金） 11：00 ～ 11：30［赤ちゃん］
12月10日（日） 11：00 ～ 11：30［幼児］

隼人図書館

おはなしの時間（紙ふうせん） 11月20日（月） 15：30 ～ 16：30 霧島図書室

国分図書館／☎（64）0918
隼人図書館／☎（43）7574
溝辺図書室／☎（58）3391
横川図書室／☎（72）1596
牧園図書室／☎（76）2714
霧島図書室／☎（57）0316
福山図書室／☎（56）2026

市内７カ所の図書館（室）で
本が借りられます。

霧島市立図書館に
おいでください

絵手紙を募集しています。住所、氏名、電話番号を明記して
秘書広報課まで郵送ください。

本誌への感想、霧島市への思いなど、たく
さんの声をお寄せください。お便りはとじ
込みのはがき、市ホームページからお送り
ください。

おはなしフェスタ
◦ 期日＝11月26日（日）午前10時～ 11時30分
◦ 場所=福山公民館
◦ 内容=本の展示、おはなし会
�問＝福山図書室	☎（56）2026

おはなし会
◦ 日時＝12月２日（土）午前10時～11時
◦内容＝絵本の読み聞かせ、手あそびなど
�問＝横川図書室		☎（72）1596

新刊紹介
母性の科学／アビゲイル・タッカー
ちょうどいいわがまま／鎌田實
池上彰の日本現代史集中講義／池上彰
コロナ禍３年聴き続けた１万5000の声／小久保哲郎
家で死ぬということ／石川結貴
認知症大全／斉藤直子
リーダーシップ／エディー・ジョーンズ
地図で見るアフリカハンドブック／ジェロー・マグラン
思いっきり笑える！シニアの足腰を強くする転ばない体操40／斎藤道雄
デコる！学ぶ！推す！楽しいが広がる趣味手帳のはじめ方
／KADOKAWAライフスタイル編集部
ラダックを知るための60章／煎

いり

本
もと

孝
知りたいレイアウトデザイン／ＡＲＥＮＳＫＩ
13歳から考えるまちづくり／岡田知弘
娘と話す、からだ・こころ・性のこと／高尾美穂
豊臣秀吉へタイムワープ／一式まさと
しごとへの道２／鈴木のりたけ
もしものときのがんこちゃん／押川理佐
大人はとけない謎ときクイズ366／ＮＡＺＯＴＯＷＮ
あなたのこころは空のよう／ローラ・カーリン
おもちぺったん／山口けい子 �問＝隼人図書館  ☎（43）7574

蔵書点検のため、次の期間図書館の利用はできません。
◦期日 =11月20日（月）～24日（金）
※ 休館中の予約図書の受け取り、返却は貸し出しロッ

カー、返却ポストを利用ください。

隼人図書館
休館の
お知らせ

横川図書
室

福山図書
室
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◎人口／ 124,194人（-48）  ◎世帯数／ 62,507世帯（-4）
・男性／60,149人（-21）�・女性／64,045人（-27）�・出生72人�・死亡108人�・転入286人�・転出295人� （令和５年10月１日現在）

国
体
を
終
え
て

３
年
延
期
と
な
り
本
県
で
は

51
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
か
ご

し
ま
国
体
も
、
無
事
に
終
了
し

ま
し
た
。
市
内
で
開
催
さ
れ
た

全
て
の
競
技
・
会
場
を
回
り
、

観
戦
や
応
援
、
表
彰
な
ど
、
ま

さ
に
ス
ポ
ー
ツ
一
色
の
期
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。

併
せ
て
開
催
期
間
中
の
私
の

大
き
な
役
目
は
、
来
鹿
さ
れ
る

皇
族
の
応
対
で
し
た
。

天
皇
・
皇
后
両
陛
下
の
空
港

で
の
お
出
迎
え
、
お
見
送
り
を

は
じ
め
、
瑤
子
女
王
殿
下
、
彬

子
女
王
殿
下
、
高
円
宮
妃
殿
下
、

佳
子
内
親
王
殿
下
の
お
出
迎
え
、

お
見
送
り
、
競
技
会
場
や
御
視

察
先
で
の
御
案
内
な
ど
、
空
港

所
在
地
の
重
み
を
改
め
て
実
感

し
ま
し
た
。
天
皇
皇
后
両
陛
下

の
空
港
で
の
お
見
送
り
の
際
に

は
、
思
っ
て
い
た
以
上
に
お
声

を
か
け
て
い
た
だ
き
、
緊
張
で

ス
ー
ツ
の
下
は
冷
や
汗
が
流
れ

て
い
ま
し
た
。

各
会
場
で
多
く
の
方
か
ら
、

素
晴
ら
し
い
大
会
で
し
た
、
と

お
褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
は
じ

め
、
大
会
の
運
営
に
ご
協
力
い

た
だ
い
た
全
て
の
皆
さ
ま
に
感

謝
い
た
し
ま
す
。
か
ご
し
ま
大

会
と
合
わ
せ
て
、
多
く
の
霧
島

市
フ
ァ
ン
が
生
ま
れ
た
も
の
と

思
い
ま
す
。

市
長
コ
ラ
ム

中
重
真
一

ED
IT

O
R

'S

どっちかな（溝辺町竹子）
10月19日  午前11時10分

今月の表紙

➡市ホームページから
もプレゼントの申し込
みができます。

※読者プレゼントを提供してくださる方を募集しています。秘書広報課広報グループ☎（64）0955 までご連絡ください。

ま
す
。

結
局
の
と
こ
ろ

以
上
、
四
つ
の
考
え
方
を
お
示
し
し
ま
し

た
が
、
ど
れ
も
違
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

霧
島
市
を
形
容
す
る
際
、「
鹿
児
島
県
本
土

の
中
央
部
」「
錦
江
湾
奥
部
」
と
言
わ
れ
る
よ

う
に
、
薩
摩
半
島
と
大
隅
半
島
の
間
に
あ
る

の
で
、
こ
れ
ほ
ど
や
や
こ
し
く
な
っ
て
い
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。

霧
島
市
が
薩
摩
か
大
隅
か
に
つ
い
て
は
、

場
合
分
け
を
し
て
①
昔
の
国
名
だ
と
大
隅
国

で
あ
り
、
②
県
の
地
域
分
け
で
は
姶
良
・
伊

佐
地
域
、
③
薩
摩
半
島
と
大
隅
半
島
ど
ち
ら

で
も
な
く
間
に
あ
っ
て
、
④
天
気
予
報
を
見

る
際
に
は
薩
摩
地
域
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。

（
文
責
＝
小
水
流
）

曽
於
市
・
志
布
志
市
・
大
崎
町
・
東
串
良
町
・

錦
江
町
・
南
大
隅
町
・
肝
付
町
」で
す
。
霧
島

市
は
ど
ち
ら
の
半
島
に
も
含
ま
れ
て
い
ま
せ

ん
。

天
気
予
報

天
気
予
報
を
出
す
際
の
地
域
区
分
は
、
気

象
庁
が
独
自
に
設
定
し
て
い
ま
す
。
県
本
土

を
大
き
く
地
域
分
け
す
る
と
、
薩
摩
地
域
、

大
隅
地
域
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
区
分
で

は
、
霧
島
市
は
薩
摩
地
域
に
設
定
さ
れ
て
い

の
基
と
な
り
ま
し
た
。
大
隅
国
に
と
っ
て
霧

島
市
域
は
中
心
的
な
場
所
だ
っ
た
の
で
す
。

行
政
の
地
域
名

現
代
の
考
え
方
と
し
て
、
鹿
児
島
県
が
県

内
の
市
町
村
の
ま
と
ま
り
を
、
鹿
児
島
地
域
、

南
薩
地
域
、
北
薩
地
域
、
姶
良
・
伊
佐
地
域
、

大
隅
地
域
、
熊
毛
地
域
、
奄
美
地
域
の
七
つ

の
行
政
範
囲
の
区
域
に
分
け
て
い
ま
す
。

知
っ
て
の
通
り
、
霧
島
市
は
姶
良
・
伊
佐

地
域
に
属
し
ま
す
。
大
隅
地
域
は
霧
島
市
よ

り
南
の
垂
水
市
や
曽
於
市
か
ら
、
県
本
土
最

南
端
の
南
大
隅
町
ま
で
の
地
域
を
指
し
ま
す
。

半
島
名

地
理
的
に
は
、
三
方
を
海
に
囲
ま
れ
て
い

る
場
所
を
半
島
と
呼
び
ま
す
。
鹿
児
島
県
に

は
薩
摩
半
島
と
大
隅
半
島
が
あ
り
、
霧
島
市

は
ど
ち
ら
の
半
島
に
含
ま
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

国
の「
半
島
振
興
法
」と
い
う
法
律
に
基
づ
く

半
島
振
興
計
画
で
指
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、

薩
摩
半
島
は「
鹿
児
島
市
・
枕
崎
市
・
指
宿
市
・

日
置
市
・
い
ち
き
串
木
野
市
・
南
さ
つ
ま
市
・

南
九
州
市
」、
大
隅
半
島
は「
日
南
市
・
串
間

市
・
鹿
児
島
市（
桜
島
）・
鹿
屋
市
・
垂
水
市
・

市
民
か
ら
、
霧
島
市
は
薩
摩
な
の
か
、
大

隅
な
の
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
質
問
が
あ
り

ま
し
た
。
薩
摩
・
大
隅
と
よ
く
聞
く
け
れ
ど
、

ち
ょ
う
ど
真
ん
中
の
霧
島
市
は
ど
ち
ら
に
当

た
る
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
こ
で
は
四
つ
の
考

え
方
を
お
示
し
し
ま
す
。

旧
国
名

県
が
置
か
れ
た
廃
藩
置
県
よ
り
前
の
奈
良

時
代
か
ら
江
戸
時
代
ま
で
、
各
地
域
は「
国
」

と
い
う
行
政
区
域
に
分
け
ら
れ
、
鹿
児
島
は

薩
摩
国
と
大
隅
国
の
二
つ
に
分
か
れ
て
い
ま

し
た
。
薩
摩
国
と
大
隅
国
の
境
目
は
、
南
は

白し
ら

銀か
ね

坂ざ
か（
鹿
児
島
市
と
姶
良
市
の
境
目
）、
北

は
横
川
の
高
木
地
区（
さ
つ
ま
町
と
の
境
目
）

辺
り
で
す
。
高
木
地
区
に
は
か
つ
て
境
を
分

け
る「
境
木
」
が
あ
っ
た
と
さ
れ
、
今
は
看

板
だ
け
が
そ
の
跡
を
残
し
ま
す
。
境
よ
り
東

の
霧
島
市
域
は
大
隅
国
の
範
囲
で
し
た
。

和
銅
６（
７
１
３
）年
に
大
隅
国
が
建
国
さ

れ
た
際
、
国
府（
今
で
い
う
県
庁
）
は
国
分

の
府
中
町
に
つ
く
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
奈
良
時
代
に
は
各
国
に
建
立
さ
れ
た

国
分
寺
も
建
て
ら
れ
、
国
史
跡「
大
隅
国
分

寺
跡
」と
し
て
残
っ
て
お
り
、「
国
分
」の
地
名

The gatew
ay to local history

薩
摩
か
大
隅
か 山々の木 も々徐々に色づき始め、朝晩

は寒さを覚えるようになりました。横川
町に向かう途中、田んぼの中に鈴なり
の実を付けた１本の柿の木を見つけ
て、思わずシャッターを切りました。５
メートルはあろうかと思われる大木を
無数のオレンジ色の実が彩り、澄ん
だ秋空の青色に映えて美しい田園風
景を作り出していました。さて、この柿
は甘柿、渋柿のどちらでしょう（冨久）

【撮影データ】

デジタルカメラ�� レンズ100 ～ 400mm・
F4.5-5.6　1/250秒　F4.5　ISO250

インタビューにもそろそろ慣れたい、人見知りな性格の私。今回は、
ブルーサクヤで長年活躍されてきた飛

ひ

田
だ

さんを取材しました。国
体での活躍を目にしたばかりの私は、とても緊張。そんな私をよそに、
終始朗らかで丁寧な対応の飛田さん。改めてファンになりました（西）

イざ！国体のコーナーでお伝えしていた、かごしま国体・大会。どの
競技も迫力満点で、胸が熱くなりました（実際少し泣きました）。出

場された選手、支えてこられたスタッフ、ボランティアの皆さん本当に
ありがとうございました。次号からの新コーナーお楽しみに（伊地知）

なんと立派なサツマイモでしょう。総合計画の取材で協力をいただ
いた窪徳さんのサツマイモはタイヨーなど店舗の他、溝辺町物

産館・よこでーろでは焼き芋として販売しているそう。もうすぐ３歳の長
男をはじめ家族みんな大好きなので、今年も楽しみにしています（甫立）

日々の鍛錬に裏打ちされた熱い戦いが繰り広げられた国体・大会。
どの競技も選手の気迫や応援の熱量を肌で感じて感動しました。

私たちも手分けして取材に編集にと慌ただしい日々が続き、やっと乗り
切ったと思ったら、すでに次号その次と待っていて…。頑張ろう（冨久）

↑アプリのダウンロードは
こちらから。フィーチャー
フォンは通知機能のみ利用
できます

きりしま防災・
行政ナビ

いつでも、どこでも、霧島市の情報を。
より多くの皆さんに市の情報を知ってもらうため、さまざ
まなツールで情報を発信しています。

マチイロ（広報誌電子版） 霧島市Ｘ（旧Twitter）

霧島市ホームページ 霧島市Facebook

動画共有サイトYouTubeで霧
島市が公開している動画を見
られます。

霧島市を好きになってもらう
ために霧島市の魅力を発信し
ています。

YouTube動画配信 きりしまWAGON（Facebook）

観光や子育て、移住定住情報、
イベントカレンダー、行政情
報など情報満載。

市の公式フェイスブック。「い
いね」をして市からの最新情
報をキャッチしてください。

発行日に広報きりしまがス
マートフォンやタブレットへ
自動配信されます。

霧島市をフォローすると、市
ホームページが更新されるた
びに情報が届きます。

アプリのアイコン

Android

Lifevision Lifevision

iOS

11PRESENTS

古代における薩摩国と大隅国
※ 原口泉ほか編『鹿児島県の歴史』を基に作成。

◎  秘書広報課にお便りをくださった方の中から抽選で、富士食品より「霧島神話豚レトルトカ
レー・角煮セット」を５人にプレゼント。応募締め切りは11月20日（月）当日消印有効です。

※当選者の発表は、賞品の発送をもってかえさせていただきます。

豚骨ベースの霧島神話豚カレー、豚みそでおなじみの富士食
品。神話発祥の地、霧島で生産された畜産品を使用した食品
の製造販売を行っています。「霧島熟成神話豚」の赤身の肉質
は、歯切れが良く臭みがなく、かめばかむほどうまみが広がり、
脂身も食感が良くべとつかず、さっぱりとした上質さを持ち合わ
せています。ぜひ「霧島熟成神話豚」を味わってください。

営業時間／ 9：00 ～17：00（定休日／水曜、日曜）

富士食品の「霧島神話豚レトルトカレー・角煮セット」をプレゼント

隼人町住吉145-2  ☎ （42）0259
株式会社	富士食品

薩
摩
国

肥
後
国

大
隅
国

日
向
国

桜島

鹿児島湾

霧島市
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入会説明会

毎月5日・20日
（土・日・祝日の場合は前日となります）

時 間   13：30〜（2時間程度）

場 所   霧島市シルバー人材センター事務所

公益社団法人
霧島市シルバー人材センター

〒899-5106  
霧島市隼人町内山田一丁目14番15号
TEL （0995）42-8585　
FAX （0995）42-8886
http://kirishima-sjc.or.jp/

上記お問合せ

あなたの可能性は、まだまだ無限大
（於・小浜海水浴場清掃ボランティア）

60
代
歓
迎
！

70
代 

大
歓
迎
!!

も
う
い
ち
ど 

働
こ
う

週
休
４
日
の
豊
か
な
暮
ら
し

人生100年時代
豊かで楽しい生き方はじめませんか？

広告

◀

Kirishim
a C

ity Public Relations,Japan
2023.11.7

発
行

  V
O

L.396
■

発
行

／
〒

899-4394 鹿
児

島
県

霧
島

市
国

分
中

央
三

丁
目

45-1　
ＴＥＬ

／
0995-45-5111㈹

 
■

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

／
U

RL http://w
w

w
.city-kirishim

a.jp　
■

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
／

 E-m
ail:info@

city-kirishim
a.jp

■
編

集
／

秘
書

広
報

課
　

ＴＥＬ
／

0995-64-0955　
ＦＡＸ

／
0995-64-0934　

■
印

刷
／

㈱
国

分
新

生
社

印
刷

広
報
き
り
し
ま


